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F またはコスト削減および電源管理の目的は、PLANETは、イーサネットインジェクタPOE-152を超えF またはコスト削減および電源管理の目的は、PLANETは、イーサネットインジェクタPOE-152を超え

る新10/100 / 1000Mbpsのパワーを解放します。 

POE-152は、イーサネットケーブル上にDC 48Vを提供するイーサネットインジェクタ上IEEE 802.3afの電

力です。イーサネットインジェクタ上POE-152 IEEE 802.3afのパワーインジェクタ（POE-152）及びスプ

リッタ（POE-152S-5V / 12V）との間のケーブルが同時にデータと電力を伝送することを可能にする、のC

at.5ケーブルにDC電圧を挿入します。インジェクタ（POE-152）及びスプリッタ（POE-152S-5V / 12V）と

の間の最大距離は100mです。POE-152がインストールされていると、それは、イーサネットインジェクタ

上IEEE 802.3afの電力としてツイストペアケーブル上のパワーとイーサネットデジタルデータを合成します

。そしてIEEE 802.3afのパワー・オーバー・イーサネットスプリッタは二つの出力にデジタルデータと電力

とを分離しなければなりません。

イーサネットインジェクタを介して電力を既存のとは異なり、POE-152はまた、10 / 100Mbpsの高速イ

ーサネット接続機能を除いて、1000Mbpsのギガビットイーサネット接続機能を提供します。

インストールイーサネットデバイス上のIEEE 802.3afの電力で、システム管理者は、各装置に電力

とデータの両方を運ぶために単一のRJ-45イーサネットケーブルを使用しなければなりません。ま

た、POE-152およびPOE-152S-5V / 12Vを介して接続するには、計画と高い信頼性をネットワーク

化するための簡単なコスト削減を含み、利益をも持つことができます。任意のIEEE 802.3afのデバ

イスがインストール時の移行や電源などIEEEへPOE-152接続、イーサネットデジタルパケットを分

割しながら、POE-152S-5V / 12VとPOE-152または一緒に接続を行うことができ

802.3afには、デバイス、APまたはIP電話を遵守しました。

POE-152

• ・オーバー・イーサネットIEEE 802.3af準拠の電源、IEEE 802.3 /に準拠しています 

802.3uの/ 802.3abに10/100 / 1000BASE-T

• イーサネットポートとデバイスへのRJ-45イーサネットケーブルを介してDC 48V電源を提供します

• LEDインジケータ電源入力指示

• 100メートルまでの距離

• 間違ったインストールによる損傷からPOE IEEE 802.3afの機器やデバイスの自動検出

• 10BASE-Tや100BASE-TXおよび1000BASE-T 2/4対ケーブルは、EIA568、カテゴリ5、5Eまたは

6で動作します

• EMI規格はFCC、CEクラスBに準拠しています
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イーサネットインジェクタを超えるIEEE 802.3afの電源（10/100 / 1000Mbpsの）POE-152

IEEE 802.3afのパワーオーバーイーサネットインジェクタ製品

仕様

アプリケーション

オーダー情報
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モデル

イーサネットコネクタイーサ

ネットデータレートの入力電

圧

デバイスの数は、イーサネットケーブルのLEDインジケータを

搭載することができます

動作環境保管環境寸法（幅×奥行

き×高さ）重量エミッション

標準コンプライアンス

POE-152

2×RJ-45（データ+ DCうちの1は、内のデータの1）10/100 / 1000Mbpsの（接続され

ているイーサネットデバイスに変える）DC 48V、0.4A 1

TIA / EIA-568、カテゴリ5 / 5E / 6ケーブル1 x電

源、1×POEレディ/使用中の0〜50度のC、5％〜

90％RH

 - 20〜70度C、FCCクラスB、CEマークIEEE 802.3イー

サネットIEEE 802.3uのオーバーイーサネットファスト

イーサネットIEEE 802.3abにギガビットイーサネット

IEEE 802.3afの電力を50gの5％〜90％RH 73 X 55 X 2

4ミリメートル

5VDC出力とイーサネットスプリッタ上IEEE 802.3afの電源（10/100 / 1000Mbpsの）12VDC出力を有するイーサネ

ットスプリッタ上IEEE 802.3afの電源（10/100 / 1000Mbpsの）

POE-152S-5V 

POE-152S-12V

使用可能なモジュール 

IEEE 802.3afのデバイスに接続します。

IEEE 802.3af規格の性能に起因する、POE-152は、直接IEE

Eをサポートする無線アクセスポイント、IP電話、インター

ネットカメラなどの任意のIEEE 802.3af準拠のエンドノード

と接続することができます 

イーサネットポート経由の802.3afインラインパワー。 

IEEE 

802.3afのインジェクタとスプリッタのインストール：

ペアとして、電源インレット、POE-152およびPOE-152S5V / 12V

を見つけるのは難しいです場所については、このようPLANET ICA

-110、天井にインターネットカメラとしてあなたのイーサネットデ

バイスを、電力を供給するための最も簡単な方法を提供する必要が

ありますまたはWAP-

4000、ビルの屋上に設置されているワイヤレスアク

セスポイント。これは、VIP-154PT、オフィスや家庭

で使用されるIP電話と同じです。

データシート

POE-152

ギガビットスイッチギガビットスイッチ
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